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　ほのか情報

　
Ｓ
バ
ス
全
線
で
利
用
が
で
き
る
１
日

利
用
券
に
加
え
、中
心
市
街
地
周
辺
の

移
動
で
利
用
が
で
き
る
タ
ク
シ
ー
ク
ー

ポ
ン（
３
枚
）が
付
い
た
利
用
券
を
発
行

し
、今
後
の
公
共
交
通
施
策
展
開
の
た

め
、実
証
実
験
を
行
い
ま
す
。

■
概
要

販
売
金
額

　
１
，２
０
０
円

販
売
場
所

　�

公
共
交
通
対
策
課
、各
総
合
支
所
地

域
課（
限
定
２
０
０
０
枚
）

購
入
方
法

　
現
金
支
払（
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
）

利
用
期
限

◆
Ｓ
バ
ス
１
日
利
用
券

　
指
定
し
た
利
用
日
に
限
定

◆
タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン

　
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

■
Ｓ
バ
ス
の
利
用
方
法

①�

１
日
利
用
券
の
利
用
日
欄
に
販
売
窓

口
で
告
知
し
た
利
用
日
を
記
入
。

②�

乗
車
ま
た
は
降
車
の
際
に
、利
用
日

が
見
え
る
よ
う
に
運
転
手
に
提
示
す

る
。

③��

利
用
日
の
最
後
に
乗
車
し
た
バ
ス
の

運
転
手
に
渡
す
。

Ｓ
バ
ス
１
日
利
用
券
の
注
意
事
項

　
利
用
日
を
変
更
し
た
い
場
合
は
、利

用
の
前
日
ま
で
に
購
入
場
所
ま
た
は
電

話
で
日
付
の
変
更
手
続
き
を
行
い
、二

重
線
で
日
付
を
訂
正
の
上
、新
し
い
利

用
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

■
タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン
の
利
用
方
法

①
タ
ク
シ
ー
の
手
配
、予
約
を
行
う
。

　
豊
鉄
タ
ク
シ
ー

　（
T��０
５
３
６–

22–

１
１
１
５
）

②
指
定
し
た
時
間
、場
所
で
待
つ
。

③�

乗
車
時
に
運
転
手
か
ら
予
約
内
容
の

確
認
を
受
け
る
。

④�

降
車
時
に
必
要
な
枚
数
の
ク
ー
ポ
ン

券
を
渡
す
。

タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン
券
の
注
意
事
項

　
タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン
券
を
利
用
で
き

る
区
間
は
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、区
間
に
よ
り
ク
ー
ポ
ン
券
の

必
要
枚
数
が
異
な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、新
城
駅
～
新
城
市
民
病
院

間
は
ク
ー
ポ
ン
１
枚
利
用
で
す
が
、新

城
駅
～
新
城
市
商
工
会
館
は
ク
ー
ポ
ン

２
枚
利
用
で
す
。

エリア タクシー乗降場所一覧

１ 新城駅
２ 亀姫通り
３ 新城市民病院、ドラッグスギヤマ新城店
４ 西入船地内
５ 新城市役所、新城文化会館

６ 西新町整形外科、むらまつ内科、
新城市商工会館

７ 三菱UFJ銀行、GENKY町並本町店
８ 新城税務署、中村医院、クスリのアオキ
９ 今泉医院
10 新城郵便局、ピアゴ新城店
11 中根医院、スギ薬局新城店、城北東部公園
12 東新町駅、Aコープ新城店

13 東新町公民館、しんしろ福祉会館、
県営弁天住宅集会所前

14 上平井公民館
15 庭野公民館

公
共
交
通
実
証
実
験 

タ
ク
シ
ー
ク
ー
ポ
ン
付
き
Ｓ
バ
ス
１
日
利
用
券
を
発
行
し
ま
す

３
７
０
９
７
１
５
０
８

ID問
合
せ
　
公
共
交
通
対
策
課（
T��22–

９
９
０
１
）

問合せ先●新城市役所公共交通対策課
　　　　  ☎0536-22-9901

●Ｓバス利用のときは、乗務員にこの券を提示して下さい。
●利用日の記入は消えないボールペンで記入して下さい。
●利用日を変更した場合は、二重線で日付を訂正の上、新しい利
用日をご記入下さい。また、必ず変更日を公共交通対策課にお
伝え下さい。

●この券は、利用日の最後に乗車したバスの運転手に渡してくだ
さい。

●この券は払い戻しが出来ません。

利用日

乗車場所 降車場所

利用日

乗車場所 降車場所

利用日

乗車場所 降車場所

乗務員（　　　　　　　　　　　）

乗務員（　　　　　　　　　　　）

乗務員（　　　　　　　　　　　）

利用方法

TAXI

TAXI

TAXI

Ｓバス１日利用券
この券は、利用日の運行終了まで利用できます。

令和　　　年　　　月　　　日利用日

利用可能な交通機関
●Sバス 西部線、北部線、中宇利線、吉川市川線、作手線、

秋葉七滝線、長篠山吉田線、布里田峯線、塩瀬線、
湯谷温泉もっくる新城線、守義線、つくであしがる線

タクシークーポン付き

タクシークーポン❸
令和６年３月３１日まで有効期間

要予約◉豊鉄タクシー（☎0536-22-1115）

タクシークーポン❷
令和６年３月３１日まで有効期間

要予約◉豊鉄タクシー（☎0536-22-1115）

タクシークーポン❶
令和６年３月３１日まで有効期間

要予約◉豊鉄タクシー（☎0536-22-1115）

No.

No.

No.

No.

※タクシークーポンの利用方法は、チラシまたはＨＰをご確認下さい。

※タクシークーポンの利用方法は、チラシまたはＨＰをご確認下さい。

※タクシークーポンの利用方法は、チラシまたはＨＰをご確認下さい。

中心市街地へ Sバスで移動

中心市街地内はタクシーで移動

中心市街地
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９
月
末
で
豊
鉄
バ
ス
四
谷
千
枚
田
新

城
線
が
運
行
を
休
止
し
ま
し
た
。

　
交
通
空
白
地
と
な
る
連
合
、四
谷
の

移
動
を
確
保
す
る
た
め
、代
替
路
線
と

し
て
、10
月
か
ら
海
老
、四
谷
、連
合
地

区
内
で
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
実
証
運
行
を

行
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
と
は

　
事
前
予
約
に
基
づ
き
、区
域
内
お
よ

び
区
域
外
の
指
定
さ
れ
た
場
所
ま
で
移

動
が
で
き
る
バ
ス
で
す
。

実
証
運
行
期
間

　
10
月
２
日
㈪
～
令
和
６
年
３
月
30
日
㈯

運
行
日
　

　
月
曜
日
～
土
曜
日

　
※
日
曜
日
、祝
日
、12
月
29
日
～
１
月

　
３
日
は
運
休

運
行
時
間
　

　
午
前
６
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

運
賃

　
実
証
運
行
期
間
は
無
料

運行のルール

・�利用日前日の正午までに電話で予約が必要
です。
　当日の予約はできません。
・�海老、四谷、連合区域内の移動、区域外に設
置する指定乗降場所への移動が可能です。
・�長篠、新城方面へ行くには、豊鉄バス田口
新城線に乗り換えてください。
・�実証運行の期間中は、無料で利用ができま
す。
・車は５人乗りの普通乗用車です。

利用方法

①利用者登録をする。
　�（登録が無くても利用できますが、スムー
ズな予約受付のために、事前登録にご協力
ください。）
②電話で予約する。
　�氏名、連絡先、利用日時、乗車場所、降車場
所、帰りの予約を伝えます。
　TEL　０９０－３０４５－５８５５
　受付　月曜日～金曜日　9:00～12:00
③�利用日当日に予約した乗車場所でバスを
待つ。

■
利
用
例

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
実
証
運
行
を
行
い
ま
す

２
８
１
４
１
４
４
１
８

ID問
合
せ
　
公
共
交
通
対
策
課（
T��22–

９
９
０
１
）

四谷の千枚田

学童農園
山びこの丘

旧連谷小学校

旧海老小学校

四谷

連合

海
老
川

川売の梅

稲
目
ト
ン
ネ
ル

静巌堂医院（指定乗降場所）

滝上バス停

丁塚バス停

海老バス停
塚島バス停

田
口
新
城
線

運行区域

自宅

自宅
海老構造改善センター

塚島バス停

デマンドバス
利用

運賃：無料

田口新城線利用
運賃：890円

デマンドバス利用
運賃：無料

新城市民病院

自宅のある海老須山
から、新城市民病院
に行きたい。

利用方法①

自宅のある四谷から、
海老構造改善センター
に行きたい。

利用方法②
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、令
和
６
年

度
申
込
分
か
ら
利
用
区
分（
通
年
利
用
、

長
期
休
み
の
み
利
用
）に
よ
っ
て
申
込

期
限
が
異
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
、配
布

す
る
案
内
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

時
間
　�

下
校
後
～
午
後
６
時（
土
・
日
曜

日
、祝
日
、休
校
日
を
除
く
）

　
　�

　�

※
春
、夏
、冬
休
み
の
期
間
中
は

午
前
８
時
～
午
後
６
時

対
象
　�

就
労
な
ど
に
よ
り
開
設
時
間
中

に
児
童
を
養
育
で
き
な
い
家
庭

の
小
学
生

そ
の
他�

　
児
童
ク
ラ
ブ
の
加
入
希
望
者

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
祖
父
母

等
の
協
力
が
得
ら
れ
る
家
庭
は
、

対
象
児
童
で
あ
っ
て
も
加
入
申

込
み
に
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
利
用
料
金(

保
護
者
負
担
金)

◆
通
年
利
用

　
月
額
　
５
，０
０
０
円

　
た
だ
し

　
７
月
　
６
，０
０
０
円

　
８
月
　
８
，０
０
０
円

◆
長
期
休
み
の
み
利
用

　
春
休
み（
４
月
）１
，５
０
０
円

　
夏
休
み（
７
月
）３
，０
０
０
円

　
夏
休
み（
８
月
）８
，０
０
０
円

　
冬
休
み
　
　
　
３
，０
０
０
円

　
春
休
み（
３
月
）１
，５
０
０
円

◆
傷
害
保
険
料

　
年
額
　
９
０
０
円

■
申
込
書
な
ど
の
配
布

期
間
　
11
月
１
日
㈬
か
ら

場
所
　�

こ
ど
も
未
来
課
、各
総
合
支
所

地
域
課
、各
児
童
ク
ラ
ブ

■
申
込
受
付

期
間
　
12
月
１
日
㈮
～
28
日
㈭

　
　�

　�

※
４
月
か
ら
通
年
利
用
を
希
望

の
方
は
こ
の
期
間
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

場
所
　�

本
庁
１
階
こ
ど
も
未
来
課
窓
口
、

各
総
合
支
所
地
域
課

■
注
意
事
項

◆�

す
で
に
通
年
で
児
童
ク
ラ
ブ
を
利
用

し
て
い
る
方
は
、所
属
児
童
ク
ラ
ブ

で
も
申
込
書
を
配
布
し
ま
す
。

◆�

申
込
み
さ
れ
る
す
べ
て
の
方
の
受
入

れ
は
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。
定
員

を
超
え
た
場
合
、優
先
順
位
の
高
い

方
か
ら
の
加
入
と
な
り
ま
す
。
ご
希

望
に
添
え
な
い
可
能
性
も
あ
る
こ
と

を
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

◆�

受
付
に
は
、加
入
申
請
書
と
家
庭
の

状
況
に
応
じ
て
就
労
証
明
書
な
ど
が

必
要
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
隣
地
か
ら
越
境
し
た
木
の

枝
に
関
し
て
は
、そ
の
所
有
者
に
お
願

い
を
し
て
枝
を
切
っ
て
も
ら
う
こ
と
し

か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
民
法
の
改
正
に
よ
り
、一
定
の
条
件

を
満
た
す
場
合
に
は
、越
境
さ
れ
た
側

の
土
地
の
所
有
者
で
枝
を
切
り
取
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
越
境
さ
れ
た
枝
を
切
除
す
る
方
法

　
民
法
の
改
正
後
も
、原
則
と
し
て
、木

の
所
有
者
に
枝
を
切
る
よ
う
に
依
頼
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、ま
ず
は

依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
依
頼
が
で
き
な
い
場
合
な
ど
次
の
３

つ
の
ケ
ー
ス
に
当
て
は
ま
る
場
合
に
は
、

越
境
さ
れ
た
側
の
土
地
の
所
有
者
で
枝

を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①�

枝
を
切
る
よ
う
に
所
有
者
に
文
書
で

依
頼
を
し
た
が
、相
当
の
期
間（
約
２

週
間
）が
経
っ
て
も
切
っ
て
く
れ
な

い
場
合
。

②�

所
有
者
が
誰
な
の
か
、ど
こ
に
い
る

の
か
が
分
か
ら
な
い
場
合（
近
隣
へ

の
聞
き
取
り
や
不
動
産
登
記
簿
の
確

認
な
ど
で
し
っ
か
り
と
調
べ
て
み
て

も
分
か
ら
な
い
場
合
）。

③�

急
い
で
切
ら
な
い
と
危
険
な
場
合�

�（
台
風
な
ど
で
枝
が
折
れ
る
お
そ
れ

が
あ
っ
て
危
険
な
場
合
）。

■
切
除
に
か
か
る
費
用

　
越
境
し
た
枝
の
切
除
費
用
は
、基
本

的
に
は
木
の
所
有
者
に
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
切
除
し
た
枝
の
処
理

　
そ
の
所
有
権
は
切
り
取
っ
た
方
に
あ

り
、そ
の
枝
を
自
由
に
処
分
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
切
除
作
業
の
際
の
隣
地
使
用

　
越
境
し
た
枝
を
切
り
取
る
た
め
に
必

要
な
範
囲
で
、隣
地
を
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他

◆�

土
地
の
境
界
が
は
っ
き
り
し
な
い
場

合
は
、越
境
の
有
無
自
体
が
争
い
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◆�

越
境
部
分
の
枝
を
切
り
取
る
た
め
に

隣
地
に
立
ち
入
る
場
合
は
、そ
の
土

地
の
所
有
者
に
日
時
な
ど
を
連
絡
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
所
有
者
が
立

入
り
を
拒
否
す

る
場
合
は
、不

法
侵
入
に
な
る

可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

令
和
６
年
度
児
童
ク
ラ
ブ 

加
入
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

４
５
７
０
２
７
６
２
８

ID問
合
せ
　
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　（
T��23–

７
６
２
２
）

隣
地
か
ら
の
竹
木
の
枝
の 

切
除
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

４
４
５
３
６
８
６
７
０

ID問
合
せ
　
行
政
課

　
　
　（
T��23–

７
６
１
１
）
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エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
の
影
響
を
受

け
て
い
る
市
内
の
小
規
模
事
業
者
を
支

援
す
る
た
め
、事
業
者
が
実
施
す
る
省

エ
ネ
設
備
の
更
新
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

申
請
期
間

　
10
月
２
日
㈪
～
令
和
６
年
１
月
31
日
㈬

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
受
付
を
終
了

補
助
対
象
者

　
新
城
市
に
事
業
所
を
有
し
、常
時
使

用
す
る
従
業
員
が
、商
業・サ
ー
ビ
ス
業

（
宿
泊
業・娯
楽
業
を
除
く
）は
５
人
以
下
、

そ
の
他
業
種
は
20
人
以
下
の
小
規
模
事

業
者
、個
人
事
業
主
、そ
の
他
法
人（
公

共
法
人・任
意
団
体
は
除
く
）。

　
※�

農
業
・
林
業
事
業
者
、医
療
法
人
、

社
会
福
祉
法
人
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

も
対
象
と
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
事
業

　
市
内
事
業
所
の
既
存
の
空
調
設
備
、

照
明
設
備
な
ど
を
消
費
電
力
が
減
少
す

る
同
種
の
省
エ
ネ
設
備
へ
更
新
を
行
う

事
業
で
、次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
。

◆�

７
月
１
日
以
降
に
購
入
か
つ
設
置
し

た
新
品（
未
使
用
）の
対
象
省
エ
ネ
設

備
で
あ
る
こ
と
。

◆�

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
備
へ
更
新
す
る
事
業

に
あ
っ
て
は
、蛍
光
灯
、白
熱
灯
な
ど

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
設
備
以
外
か
ら
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
設
備
に
更
新
す
る
事
業
で
あ

る
こ
と
。
た
だ
し
、電
球
・
蛍
光
灯
の

み
の
更
新
は
除
く
。

◆�

国
、県
な
ど
か
ら
同
一
設
備
に
対
す

る
補
助
金
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い

る
事
業
で
な
い
こ
と
。

◆�
居
住
及
び
事
業
で
併
用
し
て
い
る
居

室
な
ど
の
設
備
の
更
新
を
目
的
と
し

た
事
業
で
な
い
こ
と
。

対
象
省
エ
ネ
設
備

　
空
調
設
備
、換
気
設
備
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

設
備
、給
湯
設
備
、冷
蔵
冷
凍
設
備

補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
×
２
分
の
１

　�

※
限
度
額
は
１
補
助
対
象
者
に
つ
き

50
万
円
ま
で

　�

※
補
助
対
象
経
費
が
10
万
円
未
満
の

場
合
、対
象
外

　�

※
補
助
対
象
経
費
な
ど
の
詳
細
は�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

申
請
　�

交
付
申
請
書
な
ど
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、

産
業
政
策
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　
11
月
９
日
㈭
か
ら
11
月
15
日
㈬
ま
で

の
一
週
間
、全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、空
気
が
乾
燥

し
火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

火
災
は
、ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
や
油

断
で
発
生
す
る
こ
と
が
多
く
、大
切
な

命
や
財
産
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。

万
が
一
に
備
え
住
宅
用
火
災
警
報
器
や

住
宅
用
消
火
器
の
設
置
や
点
検
を
お
こ

な
い
、住
宅
の
防
火
対
策
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？

　
火
災
で
発
生
し
た
煙
や
熱
を
感
知
し
、

警
報
音
や
音
声
で
火
災
の
発
生
を
知
ら

せ
、避
難
を
促
す
機
器
で
す
。

　
消
防
法
で
す
べ
て
の
住
宅
に
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
な
ぜ
必
要
な
の
か
？

　
毎
年
、全
国
で
住
宅
火
災
に
よ
り

１
，０
０
０
人
以
上
の
方
が
亡
く
な
っ
て�

い
ま
す
。

　
発
生
時
間
を
み
る
と
昼
間
と
比
べ
て

就
寝
時
間
帯
の
死
者
数
が
多
く
、死
亡

原
因
の
約
５
割
が
逃
げ
遅
れ
で
す
。
そ

の
た
め
、い
ち
早
く
火
災
に
気
づ
き
行

動
す
る
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
が

必
要
な
の
で
す
。

■
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

７
２
９
８
６
５
７
９
９

ID

　
管
内
の
小
学
生
高
学
年
及
び
中
学
生

を
対
象
に
募
集
し
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
の

入
賞
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
　
11
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

場
所
　�

道
の
駅
も
っ
く
る
新
城

そ
の
他�

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
す
。ま
た
、入
賞
作
品
以
外

の
応
募
作
品
は
、入
賞
作
品
と

同
期
間
に
、新
城
市
消
防
防
災

セ
ン
タ
ー
２
階
で
展
示
し
ま
す
。

小
規
模
事
業
者
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
更
新
支
援
補
助
金

２
２
７
３
４
２
８
４
９

ID問
合
せ
　
産
業
政
策
課

　
　
　（
T��23–

７
６
３
４
）

秋
の
火
災
予
防
運
動 

「
火
を
消
し
て 

不
安
を
消
し
て 

つ
な
ぐ
未
来
」 

（
２
０
２
３
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

７
６
４
３
５
７
２
２
０

ID住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

３
１
２
４
２
０
８
０
０

ID住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検

問
合
せ
　
予
防
課

　
　
　（
T��22–

４
８
０
２
）
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　ほのか情報

　
法
人
や
個
人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る

場
合
、事
業
の
た
め
に
所
有
し
て
い
る

事
業
用
資
産（
構
築
物
や
機
械
、器
具
及

び
備
品
な
ど
）に
は
償
却
資
産
と
し
て

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
償
却
資
産
を
所
有
す
る
納
税
義
務
者

の
方（
昨
年
度
ま
で
に
申
告
さ
れ
て
い

る
方
）へ
申
告
書
を
12
月
中
旬
頃
発
送

予
定
で
す
。

　
新
規
に
償
却
資
産
を
取
得
さ
れ
た
方

で
、申
告
書
が
必
要
な
場
合
は
税
務
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
告
書
提
出
期
間

　
令
和
６
年
１
月
４
日
㈭
～
31
日
㈬

農業をしている方へ

　農業で使う資産のうち、償却資産に該当す
る次の資産は、毎年市に申告してください。
申告必要
ビニールハウス、加温機、循環扇、ヒートポンプ、
乾燥機、家畜用設備、サイロ、その他農業用設備・
機械など
申告不要
◆�軽トラックやトラクター、コンバイン、田
植機など小型特殊自動車に該当する車両
◆�家屋として評価される倉庫、畜舎、ガラス
温室、生物（牛・果樹）など

太陽光発電設備を所有する方へ

　次のいずれかに該当する方は申告が必要です。
◆�発電出力が10㌗以上の太陽光発電設備を
所有する個人の方
◆�太陽光発電設備を所有する法人及び個人事
業主の方
※�課税標準の特例があります。詳しくは市ホー
ムページをご覧ください。

　
受
験
を
希
望
す
る
方
は
、10
月
23
日
㈪

か
ら
11
月
２
日
㈭
ま
で
に
申
込
書
を
秘

書
人
事
課
人
事
係（
本
庁
舎
４
階
）へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
募
集
要
項
と
申
込
書
は
秘
書
人
事
課

人
事
係
、市
役
所
総
合
案
内（
本
庁
舎
１

階
）、各
総
合
支
所
地
域
課
、新
城
ま
ち

な
み
情
報
セ
ン
タ
ー
、新
城
図
書
館
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
採
用
試
験

試
験
日�

　
11
月
18
日
㈯

場
所
　
市
役
所
４
階
会
議
室

内
容
　�

総
合
基
礎
能
力
試
験
、

　
　
　
作
文
試
験
、適
性
検
査

令
和
６
年
４
月
採
用 

新
城
市
職
員
募
集

償
却
資
産
の
申
告
を 

お
願
い
し
ま
す９

４
５
７
２
２
９
３
６

ID問
合
せ
　
税
務
課

　
　
　（
T��23–

７
６
１
５
）

６
７
３
６
８
８
３
２
９

ID問
合
せ
　
秘
書
人
事
課（
T��23–

７
６
１
９
）

試験区分 募集職種 人数 受験資格（年齢・学歴・免許など）

民間企業等
経験者

一般行政職
（事務）

5名

令和5年4月末までに民間企
業等における職務経験が5年
以上あり、採用後その経験が
生かせる方 昭和59年

4月2日から
平成7年4月
1日までに
生まれた方一般行政職

（技師）

令和5年4月末までに民間企業
等における土木に関する職務
経験が5年以上ある方で、次の
資格を有し、採用後その経験
が生かせる方
土木施工管理技士（1級又は�
2級）

大卒・短大卒

保育士・
幼稚園教諭 5名

保育士及び幼稚園教諭の両
方の資格・免許を有する方、
または令和6年3月末までに
取得見込みの方

平成7年4月
2日以降に
生まれた方

実務経験者

保育士及び幼稚園教諭の両
方の資格・免許を有し、令和
6年3月末までに実務経験が
3年以上あり、その知識経験
を活かしてクラスを受け持
つことができる方

昭和43年
4月2日以降
に生まれた
方

実務経験者 助産師 1名

助産師の免許を有する方で
令和6年3月末までに助産師
としての実務経験が3年以
上ある方


